
紅
葉
狩附

『
戸
隠
山
絵
巻
（
と
か
く
し
山
）』『
い
ぶ
き
山
』『
仁に

勢せ

物
語
』『
紅
葉

狩
（
平
の
こ
れ
も
ち
）』『
新
撰
紅
葉
狩
』『
栬

も
み
じ

狩
剣
本
地
』『
戸
隠
山

太
平
御
劔
』『
花は

な

楓
も
み
じ

剣
本
地
』『
平
維
茂
凱
陣
紅
葉
』『
傾
城
水
滸
伝
』

『
紅
葉
狩
吾
嬬
錦
絵
』

観
世
小
次
郎
信
光
（
永
享
七
年
（
一
四
三
五
年
）
ま
た
は
宝
徳
二

年
（
一
四
五
○
年
）
〜
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
年
））
作
？
。

鹿
狩
り
に
山
に
入
っ
た
平
維
茂
が
紅
葉
狩
の
女
に
誘
わ
れ
て
酒

宴
に
加
わ
る
が
、
女
は
実
は
鬼
神
で
、
維
茂
は
こ
れ
を
退
治
す
る
。

謡
曲
の
章
句
に
は
「
戸
隠
」
の
語
句
は
な
い
が
、
中
入
り
に
登
場

す
る
ア
ド
ア
イ
が
こ
れ
を
戸
隠
山
で
の
こ
と
と
す
る
の
が
通
例
。

謡
曲
の
本
体
で
は
な
い
た
め
に
、
定
ま
っ
た
語
句
は
な
く
、
流
派

に
よ
っ
て
も
異
な
り
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
お
お
む
ね
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。

八
幡

や

わ

た

八
幡
宮

は

ち

ま

ん

ぐ

う

に
仕
え
る
武
内
と
い
う
末
社
の
神
が
登
場
し
て
次
の
よ

う
な
趣
旨
を
述
べ
る
。



「
余よ

五ご

の
将
軍
平
の
維
茂
は
戸
隠
山
に
住
む
鬼
神
が
民
を
悩
ま
の
で
、

朝
廷
よ
り
を
平
げ
ろ
と
の
命
を
受
け
て
信
濃
の
国
の
戸
隠
山
へ
分

け
入
る
。
大
剛
の
者
な
の
で
、
鬼
神
の
事
を
気
に
も
し
な
い
で
、
山
々

の
紅
葉
を
眺
め
、
鹿
狩
り
な
ど
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
を
鬼
神

は
聞
き
つ
け
、
維
茂
の
命
を
取
ろ
う
と
女
に
化
け
、
幕
打
ち
廻
し
、

屏
風
を
立
て
、
酒
宴
の
様
子
で
待
ち
か
ま
え
る
。
さ
そ
わ
れ
て
維
茂

は
、
酒
を
飲
み
前
後
も
知
ら
ず
寝
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
正
体
を
現
し

た
鬼
神
ど
も
が
維
茂
の
命
を
取
ろ
う
と
す
る
の
を
、
八
幡

や

わ

た

八
幡
宮

は

ち

ま

ん

ぐ

う

は

よ
く
御
存
知
あ
っ
て
、
こ
の
末
社
に
、
危
機
を
告
げ
知
ら
せ
よ
と
の

こ
と
。
た
だ
ち
急
い
で
参
い
ろ
う
と
思
う
。
」

附

「
紅
葉
狩
」
以
後
、
鬼
の
化
け
た
女
が
紅
葉
狩
の
酒
宴
に
武
将

を
誘
う
と
い
う
筋
書
き
は
世
に
広
ま
り
、
多
く
の
作
品
で
さ

ま
ざ
ま
に
変
形
し
、
別
の
筋
書
き
の
一
部
と
な
っ
た
り
、
ま
た

維
茂
の
名
を
変
え
た
り
、
多
く
は
戸
隠
山
で
の
こ
と
で
あ
る

が
時
に
場
所
も
変
え
た
り
し
て
扱
わ
れ
る
。
以
下
に
そ
の
例

を
あ
げ
て
お
く
。
な
お
、
謡
曲
の
章
句
に
は
世
に
害
を
為
す
鬼



神
を
退
治
す
る
た
め
に
維
茂
が
山
に
入
っ
た
と
は
さ
れ
て
い

な
い
が
、
ア
ド
ア
イ
が
鬼
神
退
治
と
為
に
山
に
入
っ
た
と
語

る
た
め
に
、
鬼
神
退
治
の
為
に
維
茂
が
戸
隠
山
に
入
る
こ
と

に
ほ
と
ん
ど
が
な
っ
て
い
る
。

『
戸
隠
山
絵
巻
（
と
か
く
し
山
）
』
江
戸
初
期
か
？

戸
隠
神

社
久
山
家
蔵
。「『
戸
隠
山
絵
巻
』
考
」（『
伝
承
文
学

研
究
』
第
34
号1

9
8

7

年
）
に
翻
刻
あ
り
。

主
人
公
の
名
は
維
茂
で
は
な
く
「
き
ひ
の
大
臣
」
と

な
っ
て
い
る
。

『
い
ぶ
き
山
』
古
浄
瑠
璃
。
十
七
世
紀
後
半
か
？

「
金
平

浄
瑠
璃
正
本
集
」
第
３
所
収
。

戸
隠
山
で
は
な
く
伊
吹
山
で
の
頼
光
の
酒
呑
童
子

退
治
の
一
部
に
、
鬼
の
化
け
た
女
が
花
見
の
酒
宴
に

誘
う
と
い
う
趣
向
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
る
。

『
仁に

勢せ

物
語
』
（
仮
名
草
子
）
。
寛
永
年
間

(

一
六
二
四
～
一

六
四
四
年
）
刊
。「
日
本
古
典
文
学
大
系
 90

仮
名
草

子
集
」
所
収
。

「
伊
勢
物
語
」
の
も
じ
り
で
あ
る
の
で
維
茂
も
鬼
も



歌
を
詠
む
。

『
紅
葉
狩
（
平
の
こ
れ
も
ち
）
』（
浄
瑠
璃
）
。
明
暦
四
年
（
一

六
五
八
年
）。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。

維
茂
将
軍
が
七
十
五
騎
の
部
下
を
連
れ
て
念
願
の

戸
隠
山
へ
の
紅
葉
狩
に
出
か
け
、
そ
こ
で
女
に
化
け

た
鬼
た
ち
と
の
大
宴
会
と
鬼
神
退
治
。
こ
の
鬼
神
の

頭
の
「
ば
さ
ら
王
」
は
か
っ
て
維
茂
に
討
た
れ
た
「
も

ろ
か
た
」
の
執
心
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
話
は
そ
の

後
、
も
う
一
人
の
将
軍
・
豊
浦
清
文
の
策
略
と
維
茂

と
の
争
い
に
展
開
す
る
。

『
新
撰
紅
葉
狩
』
（
浄
瑠
璃
）
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
年
）
。

土
佐
少
掾
橘
正
勝
。『
土
佐
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
２
所

収
。

平
の
維
茂
、
藤
原
の
行
春
、
橘
の
遠
平
の
三
者
に
よ
る

戸
隠
山
で
の
鬼
神
退
治
と
そ
の
後
の
維
茂
と
遠
平
の

争
い
。
戸
隠
山
で
の
紅
葉
狩
の
場
面
は
な
く
、
立
田
山

で
、
遠
平
の
変
じ
た
鬼
神
と
維
茂
と
の
紅
葉
狩
の
酒

宴
の
場
面
が
あ
る
。



『
栬

も
み
じ

狩
剣
本
地
』（
浄
瑠
璃
）
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
年
）
初

演
？

近
松
門
左
衛
門
作
。
「
近
松
全
集

第
八
巻
」

所
収
。

維
茂
を
慕
う
二
人
の
女
や
敵
役
の
策
略
も
絡
ん
だ

筋
書
き
だ
が
、
最
後
の
場
面
は
『
紅
葉
狩
』
の
趣
向
。

『
戸
隠
山
太
平
御
劔
』（
浄
瑠
璃
）
。『
栬

も
み
じ

狩
剣
本
地
』
の
改
作
。

『
花

は

な

楓
も
み
じ

剣
本
地
』（
浮
世
草
子
）
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
年
）
、

多
田
南
嶺
作
？

「
八
文
字
屋
本
全
集

第
19
巻
」
所

収
。

主
人
公
は
市
川
江
見
右
衛
門
。
戸
隠
山
の
鬼
神
の
子

孫
（
実
は
強
盗
で
、
江
見
右
衛
門
の
父
）
が
登
場
。

『
平
維
茂
凱
陣
紅
葉
』（
浄
瑠
璃
）
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
年
）
。

竹
田
出
雲
他
。
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
検
索
す
れ
ば
広
島
文
教
女
大
蔵
の
画
像
が
あ
る
。

平
維
茂
と
太
宰
の
大
弐
阿
曇
が
、
戸
隠
山
で
の
二
人

し
て
の
鬼
神
退
治
か
ら
凱
陣
し
た
後
の
こ
と
と
し

て
話
は
始
ま
る
。
中
心
は
悪
役
の
安
曇
を
討
つ
維
茂

の
活
躍
。



『
傾
城
水
滸
伝
』（
合
巻
）
曲
亭
馬
琴
著
。
一
八
二
五
年
〜
一

八
三
一
年
刊
。
『
傾
城
水
滸
伝
』
を
見
よ
。

『
紅
葉
狩
吾
嬬
錦
絵
』（
合
巻
）。
墨
川
亭
雪
麿
作
。
文
政
十
年

（
一
八
二
七
年
）
。
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
検
索
す
れ
ば
国
文
研
蔵
の
画
像
が
あ
る
。

戸
隠
山
で
維
茂
が
紅
葉
狩
の
宴
を
開
い
て
女
盗
賊

を
お
び
き
出
す
趣
向
。

な
お
、
井
沢
蟠
竜
著
『
広
益
俗
説
弁
』（
正
徳
五
年
・
一
七
一

五
年
）
も
参
照
の
こ
と
。


